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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年１月１９日（月） 

 

２ 確認箇所 

・ＪＡＥＡ第２棟建設工事（図１） 

・窒素ガス分離装置（Ｃ）設置箇所（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）ＪＡＥＡ第２棟建設工事の状況 

（２）窒素ガス分離装置（Ｃ）取替作業の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）ＪＡＥＡ第２棟建設工事の状況 

日本原子力研究開発機構（以下「ＪＡＥＡ」という。）は、事故で発生した

燃料デブリ等の安全な取り出し等の作業推進に資するための燃料デブリの性

状の把握を目的に、福島第一原子力発電所の敷地内に、放射性物質分析・研究

施設第２棟（以下「ＪＡＥＡ第２棟」という。）の設置を計画している。 

ＪＡＥＡ第２棟の建設工事は、令和７年３月３１日に着手し、県において

は、当該工事の進捗状況を継続的に確認している。本日は、その取組の一環と

して現地確認を実施した。（前回確認：令和７年１２月１５日） 

・地上１階の床面のコンクリート打設が完了しており、現場確認時は、西側の

壁のコンクリート打設が行われていた。 

・搬入された廃棄物等を取り扱うコンクリートセルの柱や基礎となる鉄筋の

打ち込みが行われていた。 

・ＪＡＥＡ第２棟の基礎工事で設置したＨ鋼（矢板）部分とＪＡＥＡ第２棟本

体の外壁の隙間を塞ぐために、当該基礎工事により発生した残土を利用し

た改良土が製作され、その隙間に注入されていた。 

 

（２）窒素ガス分離装置（Ｃ）取替作業の状況 

原子炉格納容器内窒素封入設備は、水素爆発を予防するために、原子炉圧

力容器及び原子炉格納容器内に窒素を封入することで不活性雰囲気を維持す

ることを目的とした設備である。当該設備は窒素ガス分離装置（以下「分離

装置」という。）、窒素ガス封入配管、電源（非常用ディーゼル発電機を含

む）及び監視装置で構成されている。このうち分離装置は３系統（Ａ系、Ｂ

系及びＣ系)が設置されている。分離装置（Ａ）及び（Ｂ）はそれぞれ令和

２年に更新し、分離装置（Ｃ）については、平成２５年に運用開始し経年劣

化が認められたため令和７年に更新された。本日は、令和７年１２月１５日

に運用が始まった更新後の分離装置（Ｃ）の状況を確認した。併せて、分離

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/721995.pdf
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装置（Ａ）、（Ｂ）及び非常用ディーゼル発電機の設置状況を確認した。

（前回確認：令和７年９月５日） 

・現場確認時、分離装置（Ｂ）が稼働しており、分離装置（Ｃ）は待機状態で

あった。（写真１） 

・確認した範囲において、分離装置（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）並びに非常用デ

ィーゼル発電機に異常等は確認されなかった。（写真２） 

・撤去が予定されている旧分離装置（Ｃ）については、前回確認同様、撤去工

事は開始されていなかった。（写真３） 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

（写真１①）窒素ガス分離装置Ｂの外観 

 

（写真１②）窒素ガス分離装置Ｃの外観 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/710783.pdf
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（写真２）非常用ディーゼル発電機の設

置状況 

（写真３①）撤去予定の旧窒素ガス分離

装置Ｃ① 

 

（写真３②）撤去予定の旧窒素ガス分離

装置Ｃ② 

 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 


